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一

万
人
集
会
参
加

小
選
挙
区
制
反
対
、
ベ
ト
ナ

ム
人
民
支
援
も

休
暇
あ
け
最
初
の
教
養
部
自浴
委
員
会
は
、
こ
の九
月
中
に
も
衛
議
会
に
お
い
て
強
行さ
れ
よう
と
し
て
いる
市
電
、

市
バ
ス
料
金
値
上
間
題
、
ベ
トナ
ム
反
戦還
勤
を
め
ぐ
って
激
し
い
潮
流
闇
の
提
案
、
討
議
の末
、結
局
九
月
二十

日
、
全
京
都
一万
人
集
会
参加
(常
任
悉貫
会
提
案
が
決
定
さ
れ
た
が
、
学
生
一般
の
盛
り上
が
り
は
ま
た
ま
だ
と
菖

えよ
う
。

第
二回
教
養
部
自
治
委
員
会
は
十
六
日
午後
三
時か
ら
教
彊
都
四
十
番
教
室
で
開
か
れ
、
「布
電
、
市
バ
ス運
賀
値
上

げ
反対
」
「ベ
ト
ナ
ム
人
民
支
援
」
を
中
ひ
とし
た
九
・一β
「全
学
連
」
勅
一行
勤
参
加
を決
議
し
、
午
後
七
時
頃

閉
会
し
た

こ
の日
、
四
十
番
教
室
に
前
期
試
験

の始
ま
る
直
前
で
あ
った
が
百四
人

の
自治
委
員
が
参
加
し
、
最
初
か

ら
、会
は
激
し
い
ヤ
ジ
と
怒
弩
の
う

ち
に始
ま
り、
各
派
の
対
立
を
如
笑

に
あ
らわ
し
た
。議
事
は
湯
山
同
学

会
委
員
長
の
「全
掌
速
参
加
報
告
」

「ベ
トナ
ム支
援
闘
争
の
教
養
部
で

の
具
体
化
」
なと
の鱈
の
あ
と
、
岡

本
教
餐
部
委員
長
の
「府
学
連
大
会

報
告
」
が
行
われ
た
。
つ
い
で
、
各

派
、
暢
任
委員
会
の
方
針
提
案
が
行

わ
れ
た
。
統
「会
議
グ
ル
ー
プ
提
実

の
「十
月
二十
一日
、
総
評
ゼ
ネ
ス

ト
共
闘
ス
ト
ライ
キ
」
「十
月
十
四

日
青
年
行
動
委
員
余
統
一行
助
参

加
」
常
任
香
員奪
提
案
「九
月
二
十

日全
京
都
一万
人
集
会
参
加
」
「ヘ

ト
ナ
ム人
民
支
援
五
十
万
円
資
金
カ

ン
パ
」
「市
竃
、
市
バ
ス
値
上
反
対

署
名
」
、
教
養
部
闘
争委
員会
提
案

「九
月
二
十
一日
全
学連
再
建
翫
「

石
動
、
府
学連
疹加
」
など
が
め
だ

った
。

つい
で
採
択
に
入
り
、
「小
選
挙
区
制

反
対
」
「市
電
、
市
バ
ス
料
金
値
上
反

対
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
の
あ
と

行
動
方
針
採
択
に
入
り
、
常
任
委
員
会

提
案
は
、
賛
成
五
十
五
、
反
対
三
十
三

の過
半
数
で
可
決
、
そ
の
他
、
統
一会

議
提
案
、
教
餐
部
闘
争
委
員
会
提
案
、

革
新
派
提
案
L
1
自
治
委
員
会
提
案
は

す
べて
否
決
さ
れ
た
。

同
学
会
学
生
部
畏
話
し
合
い

11
月
祭
期
間
延
長
は
流
産
?

同
学
会
は
去
る
十
二
目、
午
後
三時

か
ら
掌
生
部
長
窺
にお
い
て、
学
生
部

畏
ら
掌
校
側
と
十
一月
祭
、
七
+周
年

問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
いを
行
い、

同
学
会
か
ら
は
、
十
一月
祭
の名
称
変

更
、
期
聞
の
延
長
、
七
十
局
年記
念
事

業
、
栂
内
整
備
計
圓
な
ど
を
明ら
かに

す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
が出
さ
れ
た
。

学
校
当
局
は
、
十
四
日、
学
生
部
委

ヤサ

〃
ト

山

笑
存
主
轟
哲
掌者
・作
鋏
と
し
て
有
名

な現
代
フ
ラ
ン
ス
思
想会
の大
御
所
、

ジ
ャ
ン
・ポ
ー
ル
・サ
ル
ト
ル
と
「第

ル
氏

来

日

兄
都
で
も
講
演
会
出
席

・
員
会
を
開
き
、
こ
の
問
題
を
討
議
し

た
が
委
員
会
の
意
向
は
十
　月
祭
(

従
来
の大
学
公
式
名
称
は
〃京
大
文

化
祭
"
)
の名
称
変
更
は
さ
し
つ
か

脇
保
育
所
開
設

二
の
性
」
の
女
流
作
家
、シ
モ
ーヌ
・

ド
:
〈ー
ポ
ワ
ー
ル
の
画
氏は
九
月
十

八
日
午
'俄、
羽
田
魂
の
日
航機
で来
日

研究所取壊跳、うしろは生協冒田食望

 

三
高
の
影
ま
た
消
え
る

教
養
部
木
造
研
究
室
取
壊

教
養
部
西
門
前
に
あ
る
三
高時
代
か
ら

の
堪
物
木
造
研
究
所
が
と
り
こわ
さ
れ

た
。
縦
約
四
十
M
、
横
約
六
十
層
の敷

地
の
遠
物
だ
った
。
解
体
費
用は
、

施
設
部
企
閲
諜
L
よ
れ
ば
、
六
十六
万

円
と
の
こ
と
。
七
月
中
旬
に
工
事
を始

め
、
八
月
末
に
は
完
了
。
旧
建
物
は実

験
室
、
研
究
電
に
利
用
さ
れ
て
い
た

が
、
へ,後
ダ
ワン
ド
に
さ
れ
る
予
短
。

す
る
.
こ
れ
は
慶
応
大
学
と
徹
都
人文
書
院
一

の
招
へい
委
員
会
の
招
待
に
よ
るも

の
で
、'講
演
内
容
と
臼
程
は
以下
の

予
足
で
あ
る
。

▽
二
十
日
午
後
四
時
～
六
時
、
慶
応
羨

塾
大
学
三
田
枚
禽
に
て
学
術
講
演
。

「文
字
と
臼
藁
」
サ
ル
ト
ル
。
「今

日
の
女
性
」
永
ー
ボ
ワ
ー
ル
。

▽
二
十
二
日
午
後
一時
～
三
時
、
日
比

谷
公
会
堂
。
「作
家
の
政
治
参
加
」

サ
ル
ト
ル
。
「女
性
に
お
け
る
創

造
」
ホ
;
ボ
ワ
ー
ル
。

▽
二
十
七
目
午
後
一時
～
三
時
、
東
都

会
館
。
「演
駒
に
つ
い
て
」
サ
ル
ト

ル
。
「小
説
と
塊
実
」
ホ
ー
ボ
ワ
ー

ル
▽
十
月
十
五
目
、
べ
平
述
(
ヘト
ナ
ム

に
平
相
を
、
巾
民
文
化
人
連
合
)
の

デ
rー
チ
・イ
ン
に
出
席
。

工
日は
四十
一年
八
月
三十
}日
、
開

所
日は
九
月
三
日と
の
こと
。ピ
ンク

色
の
パ
不
ル式
蜷
築
で平
屋
であ
る
。
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私
の
専
攻
は
生
物
学
で
あ
る
け
れ
ど
、
講
義

し
た
り
研
究
し
て
い
る
こ
と
は
細
胞
と
か
、
た

ん
ぱ
く
質
と
かだ
か
ら
、
いわ
ゆ
る
「牛
き
も

の
」
に
つ
い
て
の知
識
は
恥
し
い
こ
と
だ
か
皆

無
に近
く
、
ア
叫、チ
.ラ
物
「生
物
好
き
」
に

.劣
る
こと
格
段
であ
る
。
し
か
し
、
些
物
宇
を

5
攻す
る
に
一ゴ
った
遠
因
を
たど
る
と
、
子
供

の
眠
の
「ム
シと
り
」と
無
縁
では
な
さ
そ
う

だ
。
いず
れ
にし
ても
、
こ
の遠
因
な
る
も
の

と
隔
絶
し
て
か
ら
長ら
く
にな
る
。

棚

そ
れ
が
今
年
に
な
っ
て
わ
が家
の息
子
が
急

に
「虫
築
め
」
に
か
ん
かん
にな
り
始
め
て
、

㎝

親
父
に
そ
のお
相手
を求
め
て
止
ま
な
く
な
っ

醐

た
の
ぐ
あ
る
●
自
然
が日
々
破
壌さ
れ
る
し
、

毘
虫
蕪

薬
の避
歩
やら
で
親
父の
方
の
子

供
時代
に比
べ
る
と
盆く
影を
ひそ
め
て
い
る

こ
の
賦
ご
あ
る
けれ
ど
、京
都
の住
宅
地
は
東

京
や
大
阪
に
比
べ
た
ら
ま
だ
恵
款れ
て
いる
。

息
チ
は
わ
が
家
の
周
り
で
ア
ゲ
ハチ
コウ
やモ

ソ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
程
皮
は
精
出
し
て
採
っ
て
いた

が
.
「も
っと
、
甲
虫
や
何
やら
いる
と
こ
ろ

は
な
い
か
」
と
親
父
を
せ
っ
き
始
める
に
耽
っ

た
。
そ
ζ
は
「昔
と
っ
た
何
と
か

」
やら
で

親
父
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
に
か
け
ても
と
、
適

覧
な
場
所
を
そ
れ
と
な
く
物
色
し
たあ
げ
く
、

絶
好
の
採
集
地
を
発
見
し
た
。
そ
れは
、
わ
が

家
の
近
辺
に
、
国
膿
会
議
場
に
通
ずる
よ
っ
に

開
か
れ
た
ビ
フイ
ブ
・ウ
エ
イ
で
あ
る
。
だ
い

た
い
、
甲
虫
ど
も
は
夜
、
燈
火
に
集
ま
る
から

道
路
に
そ
って
立
て
ら
れ
た
灯
は
ま
さ
に
納
好
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所青保たし成

え
な
い
。
ま
た、
期
聞
延
長
の
件

は
、
不
可
能
で
あ
ると
な
った
も
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
二十
七
日
の
学

部
畏
会
議
で
正
式
に
学校
肖
局
の態

度
は
決
定
す
る
。

劇
団
秋
期
公
演

嚴
ヨ
ド毒

ちな茎

演
劇
集
団
薔
薮
は
秋
期
公
演
に
春
に
続

いて
S
・ベ
ケ
ソ
ト
「ゴ
ド
ー
を
待ち

な
が
ら
」
を
十
月
十
日
か
ら
十
六
日
に

か
け
て
泉
大
西
部
講
堂
で
行
な
う
。
ま

た
創
造
座
・風
波
は
現
在
の
所
い
ず
れ

も
脚
本
検
討
中
の
段
陥
で
あ
り
、
正
式

へ

決
斌
は
二十
日
以
降
に
な
る
予
定
で
あ

る
。

野
生
チ
ン

パ
ン
ジ
ー

飼
づ
け
に
成
功

鯨誇

騨
壽
攣
の報告.至

にな藪

灘

調
籔
験

R
A
(伊
谷
純
、一部

同
編
査際
は
三十
三
年
か
ら
ア
プ
リ

題
で
あ
る
チ
ン
パン
ジ
ーの
個
体
識

隊
長
・動
物
学
助
教

ー
カ
の
ウガ
ンダ
、
次
ン
ガ
ニ
ー
カ
、

別
の
た
め
の
飼づ
け
に
、
つ
いに
成

授
)
の
第
五
次
調
査

タ
ン
ザ
ニ
ア方
面
で
の
野
生
の
ゴ
リ

功
レ
て
も
の
であ
る
。

」

隊
は
、
タ
ン
ガ
ニ
ー

ラ
や
チ
ン
ペン
ジ
ーの
生
態
鋼
査
に

な
お
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
個
体
識
別
・

調
査
隊
を派
選し
、
多
く
の
成
果
を

に
成
功
し
て
も
、
複
雑
な
野
生社
会
を

へ

あ
げ
て
い
る
が、
凋
査
隊
は
、
類
人

構
成
し
て
い
る
チ
ン
ペ
ンジ
ー
が飼
づ

独
班
(ナ
ン
パ
ンジ
ー
・ゴ
リ
ラ
)

け
に
よ
h.て
変
化
が
お
こ
る
も
のと
み

(人
類
班
)
(現地
住
民
の
生
態
調

ら
れ
て
お
り
、
他
力
自
然
状
態
の
生
態

血
)
に
分
か
れ
て
お
り、
今
回
は
、

面
冤
も
,税け
9と
の
こ
と
で
あ
る
。

就
職
状
況

出
足

遅
れ

る

蕪
織

いる
が
、
最
近
の
産
粟
経
済
界
の
就
職

者
選
択
傾
向
を
反
映
し
て
か
女
子
就
職

決
定
省が
例
年
よ
り
も
少
い
.
女
子
耽

職
希望
者
の
中
に
は
冒
公
庁
を
希
望
す

る
省
も
いて
、
そ
れ
ら
の
試
験
期
日
が

遅
い
せ
いも
あり
決
定
が
お
く
4τ
て
い

る
の
も
一因
。現
在
決
定
者
の
就
職
先

は例
年
逆
り
医
業品
関
係
が
主
m

新

寮

協

議

会

発

足

全
寮
連
中

執
の
誤

っ
た
指
導
に
抗
し
て

訟
る
七
月
二
、
三
日
、
介
蟹浬
大
会

で
の
鰻
行
事
件
(民
青
執
行
部
の
暴
力

的
な
議
場
占
拠
事
件
)
以
来
、
寮運
勤

の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が、

東
京
学
k
人
学
雄
辿
禦
、
東
京
大学
学
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の
「虫
集め
機械
」
であ
る
に遠
いな
い
。
予

想通
り
、
い
る
り、
い
る
わ
、
ノワ
ゾ
タ
ム
ソ

や
リカ
ミ
キ
リ
ムシ
の
仲
聞
や
ら
、
昼
間
な
ら

お
目
にか
か
れ
そ
つも
な
い
奴
が
ウ
ジ
ャウ
ジ

ャ
し
て
いて
、
息
子
と
同
し
程
良
に
ま
で
親
父

ま
で
大笛
ぴ
と
いう
こと
に
相
成
った
.

かく
し
て、
こ
の
規中
は五
日
に
一回
位
の

割
合
で、
こ
の物
好
きな
親
子
は
夜
な
夜
な
国

際
会
議
場
の
問
り
に
出
規
す
る
こと
にな
っ

た
。
私
は
、と
うも
あ
の会
議
場
の大
げ
さ
な

遣
築
が
妊
み
に
あ
わ
ぬ
の
で
、
昼
聞
に中
を
の

ぞ
い
て
みる
気
も
な
いし
、
息
乎
たち
は
、
あ

の
ド
ラ
イ
ブ
。ウ
エ
イ
は
「虫
集
め
」
のた
め

に
出
米
たも
のと
鎧
角
でも
し
て
い
る
ら
し

い
。
ラ
ス
ク
黄宮
と
やら
が会
議
し来
てい
て

一 一
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カ
の西
田隊
員
か
ら
野
生
の
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の飼
づ
け
に
成
功
し
た
と
の
報
街

を
L
っ
てき
た
。京
大
本
部
の
方
に
は

畔細
は報
告さ
れ
て
い
な
い
が
、
十
一

月
に
は、
伊
谷
隊畏
ら
が
帰
国
し
て
、

生
会
館
、
お
茶
の
水
大
掌
大
山
寮
など

茶
な
"決
議
4
が
}叡藷
君
の
コ氏
⊥

が
申
心
に
「新
寮
協
議
会
」
を
結
域
一仁
義
」と
いう
〃神
聖"
な
ヴ
エ
ール

し
・
今
後
全
團
的
な
ジ

ン
零

型

を
か
ぶ
・た
〃多
数
決"
によ
・
て強

執
行
部
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
った
。
そ
の
め
ざ
す
方
向
は
一、

賢
連
書
記
周
の
誤
つた
指
導
を
弾
劾
し

強
固
な寮
運
蓮
動
を
す
ず
め
る
。
二
、

既
成
の全
寮
運
の組
織
内
活
勤
を
公
然

化
し
「○
響
規
定
」「負
担
区
分
目撤
廃
の

独
自
な
還
勤を
行
って
いく
な
ど
。

一行
さ
れた
と
い
う
、
そ
の
一点
に
全
て

ら
な
い

そ
れは
あ
ま
り
にも
露
骨
な

一組
織
破
壊
攻
転
で
あ
っ
た

」
と
し
て

}、
発
大
学
襲

護

北
奉
及
会

か
ら
脱
遣
し
て
、
新
た
に
東
北
大
学
新

聞
祉
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た

粟
北
犬
学
新
聞
会
は
学
友
会
成
立
以

゜
学
新
を
め
ぐ
る
留

r
謬

友
震

し
て
誓
を
発
行
し
て

い
た
が
「
「東
北
大
学
新
聞
」
を
学
友

会
の
機
関
紙
に
せ
よ
」
と
い
う
慧
見
が

現
在
の
学
友
会
か
ら
の
部
に
出
て
き
た

こ
と
を
契
機
に
、
離
脱
を
決
意
を
し
た

も
ので
、
東
北
大
学
新
聞
に
対
す
る
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
比
迫
や
妨
筈
も
行

全
万
票

奪

て
いる
か
ら
に他
な

欲
東
北
大
醤

剰

社
が
新
発
足
ソ

棄
北
大
学
新
聞
九
月
五
目
の弩
外
に
よ

れ
ば
「七
月
九
日
学
友
会
総
務
部
役貴

会
は
突
然
「新
聞
会
公
選
制
」
な
る
〃

決
議
"
は
「規
約
」
か
ら
い
っ
て
も
'大

効
性
を
楚

な
い
こ
と
・
紛
蒙

役
些

会
の
轟
橿
が昏

系
の
手
に
わ
た
・

季

節

の

移

岡

田

り節

人

も
、
ス
ケ
ジ

"
ー
ル
は
止
め
る
わ
け

に
い
か
ず

警
瓶
の
ポ
リ

さ
ん
か
ら

、

「
一体
何
を
し
て
お

ら
れ
る
ん
で
す
か
?
」
と
つ
さ

ん
く
さ
そ
う
に

尋
問
?
さ
れ
る
始
ボ
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
続
け
る
と
、
採
集
さ
れ
る
種
類
が

ど
ん
ど
ん
変
っ
て
く
る
。
八
月
ヒ
日
頃
を
境
に

し
て
、
そ
れ
ま
で
、
ど
ん
と
ん
集
っ
て
い
た
、、、

ヤ
マ
カ
ミ
ヰ
リ
や
ヒ
ラ
ヌ
ノ
ワ
ガ
タ

が
姿

を
綿

し
始
め
た
。

「
あ
、
も
つ
秋
が
き
た

」
と

い
う

発
見
、
お
そ
ら
く

砲
よ
り
も
早
い
秋

の
発
見

が
、
ふ
と
心
に
曝
協
を
よ
ぷ
。
八
月
も
+
五
目

を
過
ぎ
る
と
、
ク
ロ
カ
、、、
キ
刀
と
い
う
奴
を
飯

後
に
、
あ
れ
程
思
子

(
親
子
と
い
う
べ
き
か
)

そ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
〃
ワ
ガ
ダ
ム
シ
や
カ
、、、

キ
リ
ム
ン
は
完
全
に
浦
え
・中
一る
秋
だ
。

「笹

日

お
鞍
い
こ
と
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
て
も
、
こ
ち

5器
=一〇●
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一薙
難
麓
醐
醜
齢
編

会
は
蒙

華

の
駆
の
内
襲

翫

的
甕
要
配
が
貫
徹
さ
れ
る
と

た
な
い
こ
三
翁

藷

は
否

τ
、
活
髪

馨

高
に
出
た
も
の

組
に
ま
で
介
入
す
る
何
ら
の
栂
利
も
塑

暑

嬉

し
て批
謂

薪

嬰

に
対

能
で
あ
る
乙
と
、
そ
の
他
一切
の
状
滉

が
そ
の
〃決
畿
"
な
る
も
の
が
不
当
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
だ
が
、

我
ぺは
こ
の
よ
う
な
主
張
を
学
友
会
に

何
ら
か
の地
位
を
維
持
す
る
た
め
に
行

う
の
では
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
無

;==P.
一==:
一冒一一ロ一.
一■一一=:
曽一噌一==
層一一一一一一一
鯛一一層一噛輔容
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ら
は
と
ん
ち
ん
か
ん
に
「も
う
す
っか
り
秋
に

な
り
まレ
たね
」
な
ど
と
答
え
て
い
る
。
理
由

川

は
め
ん
ど
う
だ
か
ら
説
明
し
な
い
が
ー
。

か
く
し
て
、
ガ
ム
シ
と
い
う
水
に
す
む
甲
虫

岬

の大
群
の飛
来
を
し
め
く
く
り
と
し
て
、
こ
の

脚

規
子
の
窃妙
な日
裸
(夜
課
と
い
う
べ
き
で
あ

U

る
)は
終
り
夏
体
みも
終
った
。
息
子
の
方
は

川

得
意
澗面
で甲
虫
類
でぎ
っし
り
詰
った
三
っ

川

の
標
本
紬を
親父
に
学校
へ遅
は
せ
た
。
そ
し

旧

て
親
父
の
力は
、
改め
て今
年
の
夏
ほ
ど
に
「

田

季
節
の移
り」
に心
動
か
され
た
年
は
か
って

帥

な
か
っ
た
こと
に気
が
つ
いた
。詩
才
が
あ
り

文
才
が
あれ
ば
「乖
節
の移
り
」
は
心
に
深
く

㎜

ふ
れ
、
それ
を
詩
に文
に
表
現
す
る
冨
ぴ
が
あ

る
だ
ら
う
。そ
のよ
う
な
才
が
な
く
て
も
、
こ

帥田

の
物
好
き
な
夜
課
ーは
、
私
に
思
いが
け
ぬ
傷

脚

び
を
与
え
てく
れ
た
よ.つ
であ
る
。

親
父
の
方
は
生物
学を
専
攻
して
い
る
と
い

川

っ
て
も
、
それ
は
核
酸
と
やら
た
ん
ぱ
く
質
の

団

ゴ

脚

話
であ
る
。そ
し
て、
人
間
の
教
獲
と
し
て
、

こ
う
し
た新
し
い生
物
等
の知
見
か
、
も
は
や

川

噂
門
酌
なも
のに
止
ら
ず
、何
ら
か
の
形
で
高

旧

惨
与
枚
㌍
反
の教
科
に採
用さ
れ
る
へ港
で
あ

醐

る
し
と
富
力々
説
し
て
い
る。
し
か
し
、
そ
ん

㎜

な
生
物
字を
}応さ
て
お
い
ても
「
生
きも

の
」
に
つ
い
て、
そ
の
一部
でも
ー
ト
リ
で
も

川

ム
ン
でも
1
一寸
し
た知
識
を
深め
て
お
く
こ

岬

と
は入
生
に
思
い
がけ
な
い
醤
ぴを
与
汎て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
芸
術
や
文
に才
能
のあ

卿

る
こ
と
は
自然
か
ら
天
き
な
署
ぴ
を摂
取
す
る

㎜

筋
杷
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、も
っ
て生
まれ

た
こ
の
よ
う
以
才
が
な
く
て
も
、少
しぱ
か
り

鄭

の
「生
き
も
の
」
に
つ
い
て
の
知
識は
だ
れ
に

で
も
こ
の
醤
ぴ
を
受
け
と
れ
る
機縁
に
な
って

い
る
り
し
い
。
(理
学
部
助教
授
。勘
物
学
)
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で
あ
る
ら
し
い
.
既
に、
こ
のよ
う
な

民
何
の
、民
青
に敵
対
す
る
も
のに
対

し
て
の
圧
迫
と
妨
轡
とは
、
北
海
道
大

学
新
聞
に
お
い
ても
あら
わ
れ
て
お
り

北
大
新
聞
と
い
う名
前
も
全
く
同
じ
の

民
衡
系
学
友
の
手
に
よる
第
二新
聞
か

出
て
い
る
と
こ
ろ
も
ある
。
そ
の他
香

川
大
学
で
は
大
掌
新
聞
の編
集畏
を、

全
学
投
票
で
決
め
る
と
い
う
こ
とが
決

一議
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あり
、
(民
青
年

学
友
の
大
掌
新
聞
に
対す
る
、
さ
まざ

ま
な
圧
迫
が
加
え
ら
れ
つ
つあ
る
。或

い
は
名
宵
屋
大
学
新
聞
で
は
、反
民
胃

一的
な
記
事
は
一行
も見
ら
れず
、
全
4

一を
支
配
し
て
い
る
民
青
の機
関
紙
的色

一彩
を
帯
び
て
い
る
と
こ
ろ
も
ある
。

こ
の
よ
う
な
新
聞
は
他
に
横
浜
市
大新

聞
、
岩
手
大
新
聞
な
ど
が
あ
り、
冷
学

ぐ
る
み
の
民
胃
系
の
さ
まざ
ま
な運
動

が
展
槻
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
であ
る
。

大
学
新
聞
に
対
す
る
不
当
な
胤
旭と

妨
笛
は
、
私
V天
掌
に
見
ら
れ
る
大学

当
局
側
か
ら
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れは

士
智
入掌
に
お
い
て
見
ら
れ
たも
の
で

める
。
こ
の
よ
う
な
大
学
で
は
、
自
為

会
費
か
ら
新
聞
印
刷
代
を
捻
出
し
た

い、
も
し
く
は
新
聞
代
の
強
制
的
取
り

たて
に
よ
って
経
営
を
文
え
て
い
る
た

め
、
自
治
会
執
行
部
と
祈
閲
編
集
者
が

雛
糎

隊
と
し
て
匁自
治
会
御
用
新
聞
11
桟
関

紙
と
いう
図
式
は
、
す
で
に
破
産
し
た

学
新
運
動
と
し
て
あ
り
、
学
内
に
お
け

る
リ
ベラ
ル
な
発
省
の
場
を
保
班
す
る

と
いう
意
義
や文
化
サ
ーク
ル
運
動
の

一環
と
し
て
の存
在
な
ど
、
決
し
て
一

面
的
な
政
治
的
脈
絡
で
も
って
し
て

は
、
断
ち
きれ
な
い問
題
を
内
包
し
て

いる
が
今
後
の
東
北
大
学
新
聞
社
の
動

向
が注
目
さ
れ
て
い
る
。
(編
集
団
・

東
北
大
掌新
聞
八
月
五
旦
骨
》

≡票
大
人
事
≡

昇
仕
化
学
研
助教
授

聞
崎
啓
匡

(化
掌研
文
部技
官
)

配
置
襖

工助
教
授

紫
田徹
(防
災

研
助
教
授
)

工
助
敦
授
竹
原
酋
一

郎
(工
教
助
教授
)

大
学
生
の犯
罪
白

轡
の
よ
う
なも
のが

週
刊
紙
上
で取
沙
汰

さ
れ
る
。
「
一に○

○
大
学
、二
に
×
×
、

三
に
△
△
」
と
か
いわ
れ
る
申
に
は
さ

す
が
に
国
立大
掌
は
入
っ
て
いな
い
ら

し
い
。
学
生
の犯
罪は
そ
の大
学
の
マ

ス
ノ
ロ度
域
の
バ
ロメ
ータ
ーで
も
あ

る
の
だ
ろ
う
▼
さ
き
乙
ろ
工
学部
のT

君
が
大
阪
で
婦
女
暴
行
未
遂
とや
ら
で

っ
か
ま
っ
た
。
高
校
時
代
の
同期
生
で

あ
る
私
は
「ど
う
もお
前
の
出身
校
は

」
な
ど
と
い
わ
れ
る
の
で
喫
茶店
で週

刊
紙
を
、醜み
漁
っ
て
い
る
よ
うな
連
中

に
は
し
話
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
気
を
つ

か
って
い
る
。
▼
「痴
姦
に
豹変
し
た

菓
大
・
夙大
生
」
と
か
い
う
見
出
し
で

あ
った
。
楯
少
性
が
高
い
だ
け
に
ニ
ュ

ー
ス
バ
リ
一ー
が
あ
り
面
白
お
か
し
く

.晒ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
「
一部
の
低

級
の
奴
が
」
と
同
じ
京
大
生
で
あ
る
以

外
は
人
種
ま
で
遠
つか
の
よ
う
に
潔
癖

ぶ
って
い
る
連
中
の
こ
と
は
に
間
違
い

は
な
い
▼
あ
や
ふ
や
な
知
識
や
技
能
で

さ
え
大
学
さ
え
出
れ
ば
あ
て
が
わ
れ
た

セ
ノク
ス
と
食
物
を
消
化
す
る
こ
と
が

酵さ
れ
る
ので
あ
る
か
ら
ご
法
度
を
破

った
彼
は
異
常
な
犯
罪
者
で
あ
る
こ
と

は
碓
か
だ
。
「わ
れ
わ
れ
」
に
と
っ
て

「は
み
出
す
」
こ
と
ほ
ど
馬
鹿
げた
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。
意
識
の
突
出
部

に
ひ
っか
か
った
摺
念
を
行
為
に
転
化

さ
せ
る
単
紬
なオ
ー
ト
マチ
ズ
ム
は
偉

大
な
実
社
会
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
る
憐

れ
な
奴
で
あ
る
▼
「暴
行
」
を
欲
求
不

瀧
と
り
つ個
人
的
な
性
体
験
の
未
熱
さ

に
帰
因
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

「摂
打」
と
い
う
一方
的
な
セ
ソ
ク
ス

の押
し
つけ
に
よ
って
始
め
て
彼
の
臼

協
性
を破
壌
し
緊
張
レ
た
日
々
を
回
復

す
ろ
こ
と
を
図
った
の
な
ら
「わ
れ
わ

れ
」は
彼
の
果
敢
な
特
攻
精
神
を
嘲
わ

な
けれ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
閉
塞
レ
た

状況
の中
での
陳
腐
な
創
造
を
批
判
す

る
のは
芸
術
に
お
い
て
も
犯
罪
に
お
い

ても
「わ
れ
わ
れ
」
の
自
由
で
あ
る
。

▼
サド
の愛
読
者
で
あ
る
と
い
う
彼
の

藁
行
の動
機
は
知
ら
ぬ
が
、
た
だ
私
は

靴
の
紐も
目分
ぐ
萱
へぬ
奴
よ
り
彼
が

野
き
だ
。
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期

,

間

展
示
会
場

讐
萎

9
月
15
日
～
12
月
15
日

オ
ー
ム
母
京
姻
店

ナ

カ

ニ
シ
ヤ

黙
函
騒
東野
鞠
財
諺

}

罫

畿
講

簸
山斐瞥
鯉

ヒ
"

新
刊
/
樗
本
吉
郎
/
川
本
正
良著

化
学
の
研
究
に
必要
な
ド
イ
ヅ
語
文
献
の
読解
力
を
養
う
た

め
、
例題
五
=
δ
を
窮
義
(前
置
詞
/
化
学
常用
動
詞
ほ
か
)/
練
習
(化学
史
、/無
機
/
有機
ほ
か
)

/
応
用
/
独
習
編
に
分
け
ア懇
切砺
快
に
解
説
し
た
好
碧
。
B
6
/
ご
四
Q
頁
/¥
七
五
9
〒90

化
学
英
籍
の
解
釈
研
究
鱗
警
認
群靴叢
藝

泌

口化糊 の三共出版が
2学期におくる必偏書

賂

最

新

化

学
語

辞

典

橋
本
吉
郎
著

4
万
5
千余
蓼
奨
日
/
日
英に

分
け
訳
解
。
カ
ナ
発
音

A
5¥
二
八
Q
Q
〒
㎜

化
学
独
逸
語
新
辞
典
鵬鰭
響
万羅
懇
膿
聖
議
羅

期
化
学
対
数
計
算
表

羅
磐
く罐
鯵
鞍
器
簿
縦
㍊

青碁

の
エ

ネ
ルギ

ー
と
知憲

で
ゅ明

日
の
国
プ
ラ
ジ
ル
.

に体

当り

!

ア

デ
ウ

ス

に

っ

ぽ

ん゚

☆
★

若
さ
と
バ

カ
さ
の

挑
戦
★

☆86判・286翼・430田〒70円,

郎
婚鱒

狭い
日
本
で
戸規

格部

晶的
幽
人生

を送

るの

は、
ま
っ
ぴら

ごめ

ん。

若者志久著を締め出ナ社会には、こっちからデデウスー」アマソンへの往

響
共

溺

肇篇

蜴

器励
留確
酬勅

蘂酢

麗纏
の泉㈱養電扱房書田本翫睡

神
2瞥

目本

図書

館
協
会
選
定図

書
く松

竹映

画
化
決定
V

七

歳

の

捕

虜
嬢霧

駿

難゚明隔Ii
電

,

闇

セ、

霜

花

見

達

二
著
〈
政
治
騨
論
家
〉

新
雷
判

二
七
〇円

亭
50

日
本
は
狙
わ
れ
て
い
る

昭
和
四
十五
年
、
第
二
の
安
保
闘
争を
巨
漂
に
、
日
本
に革
命
騒
動
を
お
こ
し、
外
国
軍
隊
の

と
す
る陰
諫が
あ
る
。
ζ
の計
画
が
成
功
す

侵
略
と
一体
と
な
っ

ζ
の麓
命
を
歓
迎
し
ま
す
か?

る
と
日本
は
ど
う
な
る

明
治
百
年

に
際
して
、
こ
の
爵
画
さ
れ
た
革命
の
排
除
と
昭
和
の維
新
孟

え
る
問題
の書
で
あ
る
。

谷

口

清

超

警

46
判
/
上
製
五
二
Ω
肖
早
70

純

愛

は

勝

利

す

る

匝鷲
籠
畑臓
吻解

螺

難
鉾
薙
墜

勅澱
艦
蠣
繊
親
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エ
ル
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ス
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7
イ
ッ
シ
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著

若
い
世
代
の
問
題

蟹
撃

訳
六
八
〇
円

幽

難
う
つ。
酉
厭
の
ベス
ト
セ
脚子

1
順
応
か
反
逆
か
1
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世
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の
"若
い
世
代
臥

誰
簸
毅

罎
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ト
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ム
の
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本
欝
を
読ま
ず
し
て
近
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る
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格
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る

J
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濡
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の
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自r

翻
耀
、謬
轍
驚

.釜
ケ
堕

殺

と

、

「釜
ケ
崎
臨
を
み
つ
め
る
眼

贈
,

o

O

,

O銚o
舜ρ

'

墨

群

ち
か
ご
ろ
大阪
市
大
の
体
育
館
が
全

焼し
た
.こ
こ
に
は
柔
・剣
道
、
山
岳

な
ど
十
五
サ
ーク
ル
の
部
室
が
あ
った

た
め
、
焼
け
出
さ
れ
た
学
生
た
ち
は
途

方
に
暮
れ
て
い
る
と
い
う
。
と
く
に
ヒ

マラ
ヤ
遠
征
当
時
の
澱
量
な
資
料
ま
で

失
って
し
ま
った
山
岳
部
員
の
落
胆
は

大
き
く
、
そ
の
た
め
全
国
に
散
在
し
て

い
る
O
B
会
員
た
ち
が
早
速
再
鑑
カ
ン

パ
を
は
じ
め
て
、
彼
等
を
激
励
し
て
い

る
と
い
う
美
談
も
あ
る
。

い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
こ
の
火
災
の

原
因
が
放
火
で
あ
り
、
し
か
も
犯人
は

釜
ケ
崎
の
労
務
者
で
あ
る
と
い
う
見
当

が
、
捜
査
当
局
に
は
は
じ
め
から
つ
い

て
い
た
。
犯
人
D
食
6
は
、
事
件か
ら

八
日
後
に
釜
ケ
崎
の
ド
ヤ
街
であ
っけ

な
く
逮
捕
さ
れ
て
い
菟

釜
ケ
崎
の
労
務
者
が
な
ぜ
大阪
市
大

の
構
内
な
ど
へ
入
っ
た
のか
。釜
ケ崎

事
情
を
知
盈

い
人
に
は
不
思議
な現

象
に
み
え
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
Dは
別

に
潜
入
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
Dは
れ

っき
と
し
た
日
雇
労
務
春
と
し
て
物

理
、
化
学
冥
験
教
箪
の
配
水
蟹
工事
を

よ
く
す
る
た
め
に
行
っ
た
の
募
る
。

も
ち
ろ
ん
D
を
つ
れ
て
行
っ
た
のは
、

釜
ケ
崎
の
「自
由
労
働
市
場
」
で彼
の

よ
う
な
安
価
な
「労
働
力
」
を
購
入し

た
下
請
け
の
建
設
業
者
で
あ
る
。

釜
ケ
崎
の
労
働
市
場
が
独
占資
本
ク

ラ
ス
の
企
莱
を
筆
顕
に
し
た大
小
無
数

の
業
者
に
よ
って
利
用
さ
れ
て
いる
以

上
、
こ
こ
の
労
務
者
は
大阪
府
の全

域
、
そ
れ
に
兵
躍
、
和
歌
山
、奈
良
、

京
都
と
い
った
と
こ
ろ
に
ま
で就
労
し

て
行
く
の
で
あ
る
。
つ
まり
、
いう
と

`

ー

こ
ろ
の
「釜
ケ
崎
地
区
」
は夜
にな
る

と
西
成
区
の
ド
ヤ
街
に収
敏
さ
れ
る
が

昼
聞
は
お
も
い
も
よら
ぬと
こ
ろ
に
ま

一で
拡
散
さ
れ
て
い
るわ
け
で
あ
り
、
大

囎学
と
労
務
者
と
い
った
一見
し
て
無
関

係
な
二
つ
の
存
在
が、
今
回
の
よ
う
な

不
幸
な
出
来事
起
よ
って
突
如
結
縁
さ

「せ
ら
れ
る
の
には
、
そ
れ
な
り
の
必
然

一性
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
日、
Dは
大
学
穆
内
で
配
水
智

工
事
を
し
て
いる
際
、
土
中
に
鋼
線
約

一串"が
埋
ま
っ
て
い
る
の
を
み
つ
け

た
。
これ
は
労
務
者
が
い
う
と
こ
ろ
の

「ヒカ
リ
モノ
」で
あ
り
、
低
盈
銀
に

あ
え
ぐ
彼
鱒
の
有
力
な
副
収
入
源
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
を
仲
聞
た
ち
と分
割

　す
る
に
し
ては
、
あ
ま
り
に
も
獲
物
が

小
さ
す
ぎ
た
。D
は
こ
れ
を
作
業
現
場

に近
い体
青
館
に
か
く
し
た
。
そ
し
て

仕
事が
は
て
て
か
ら
駅
碗
で
酒
を
飲
み

、
彼
一人
だ
け
で
再
び
大
学
へ
と
っ
て

か
え
し
た
。

守
衛
の警
戒
線
は
「忘
れ
も
の
を
し

た
」
と
い
う
口
実
で
く
ぐ
り
ぬ
け
た
。

午
後
八
時
ご
ろ
と
い
う
か
ら
に
は
、
既

に日
は
と
っぷ
り
と
暮
れ
て
い
る
。体

育
館
に入
った
D
は
、
珍
し
い
運
動
器

具
を
み
つけ
だ
し
、
そ
れ
を
相
手
に
無

心
に遊
び
は
じ
め
た
。
レ
か
し
、
は
じ

め
か
ら
Dの
行
動
に
疑
惑
の
腰
を
む
け

てい
た
守
衛
が
そ
れ
を
と
が
め
、
阜
く

立
ち
去
る
よ
う
に
と
き
び
し
く
注
意し

た
。そ
の守
衛
の
態
度
に
腹
を
立
て
た
D

は
、
守
衛
が
ま
った
あ
と
、
新
聞
紙
を

あ
つめ
て
放
火
レ
元
と
顕
う
。
D
の
犯

罪
は
あ
き
ら
か
に
非
計
画
性
のも
の
で

あ
る
。
し
た
が
って
放
火
の
方
法も
単

純
拙
劣
で
、
お
の
が
行
為
がも
たら
す

危
険
性
や
、
あ
る
い
は
発
覚
の
可
能性

霧

な
ど
に
つ
い
て
特
別
の注
意
を
は
ら
っ

た
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。飲
酒
し
て

い
た
の
で
、
罪
悪
感
が
非常
に
稀
薄
に

な
って
い
た
で
あ
ろ
う
こと
も
、
容
易

権 力」の間の断層

 

とヤ 」

 

卜
r

に推
察
でき
る
.

被虐酌歴史観 と「自由」の意識

 

だ
が
D
は
糟
神
異
常
者
で
は
な
い
。

釜
ケ
簡
へ行
け
ば
い
く
ら
で
も
お
め
に

か
が
れ
る
平
凡
な
労
務
者
の
一人
に
す

俊

夫

ヨ

き
な
い
。
D
の
放
火
は
守
衛
に
対
す
る

し

反
抗
が
直
接
の
契
機
に
な
っ
て
いる

が
、
も
ち
ろ
ん
潜
仕
的
な
動
機
は
い
く

ア
ン
コ
と
し
て
社
徐
か
ら
差
別
され
疎

外
さ
れ
、
低
賃
金
と
孤
独
な
ドヤ
生
活

に
よ
っ
て
、
D
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
ナ
ィ
が

か
な
り
ゆ
が
め
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
た
こ
と
も
冨
冥
で
あ
ろう
。あ
る
い

は
一度
棄
て
た
は
ず
の
故
郷
、あ
る
い

は
一艘
市
民
生
活
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ャ

ー
と
い
っ
た
も
の
が
、
放
火
の
因子
と

し
て
強
烈
に
作
用
し
た
と
の
仮
説も
な

り
た
つ
。

i

◇
◇

「イ
ン
テ
リ
」

へ
の
反
感

◇
◇

摘す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
今

日
の大
学
が
所
有
す
る
進
歩
と
反
動
の

二面
性
、
あ
る
い
は
そ
の
複
維
多
岐
な

機
能
性
と
い
った
も
の
を
労
務
者
に
む

か
って
いく
ら
説
得
し
て
も
、
彼
等
は

っ
いに
き
き
い
れ
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ

つ。
彼
尋
の
「大
与
観
」
は
被
虐
的
な

民衆
のき
わ
め
て
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ソ
ク

な
歴史
観
か
ら
み
ち
び
き
だ
さ
れ
て
き

て
いる
か
ら
で
あ
る
。

つ
箋

。
れ
る
.
畠

、
釜
語

の
所

ら
し
で
あ
る
.
け
墾

も
不
鑑

1

◇
◇

「自
由
」
か
ら
の
逃
走

◇
◇

皮
肉な
こと
に
は
、
放
火
さ
れ
た
大

阪
市大
は
、
関
西
に
数
あ
る
大
学
の
中

で
も
、
特別
に
研究
室
を
も
う
け
て
熱

心
に
釜
ケ
崎閲
題と
と
り
く
ん
で
い
る

唯
一の学
園
であ
る
,
い
う
な
れ
は
、

D
の
行
為
は天
にむ
か
って
つ
ば
き
し

た
と
いう
側面
を
持
つわ
け
だ
が
、
D

は永
久
にそ
の
こと
を
理
解
し
よ
う
と

し
な
い
であ
ろ
う
。

今
後
の
D
に待
ち
つけ
て
い
る
も
の

は
、恐
ろ
し
い拘
置
所
生
后
、
「大
学

一出
」
の裁
判
冒
、
検
事
、
弁
護
士
た
ち

に
よ
っ
てい
と
な
ま
れ
る
裁
判
、
そ
し

一
て気
が
轡

な
る
よ
う
な長
期
の
刑
務

し
か
し
私
は
、・大
部
分
の労
務
省が

抱
い
て
い
る
「大
学
」
と
い
う
存
征に

対
す
る
反
感
と
憎
紐
が
、
D
の内
部
で

突
如
爆
発
的
に
高
揚し
てき
て火
を
は

な
っ
た
と
い
う
見
方も
採
用し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
「大
学
」
や

「大
学
出
の
イ
ン
テリ
ゲ
ンチ
ャ」
に

対
す
る
反
感
と
憎
悪
を
、
旧
日本
軍
隊

の
労
農
出
身
の
兵
士
た
ちが
根
強く
持

っ
て
い
た
話
は
有
名
であ
る
が
、
今
日

そ
れ
を
そ
っく
り
釜ケ
崎
の労
務
省た

ち
に
見
出
す
こ
と
が
でき
る
か
ら
だ
。

労
務
百
か
ら
み
れば
、
今
日
の
「大

学
」
は
彼
等
と
は全
く
無
縁
の存
狂
で

あ
る
。
そ
れ
のみ
か、
彼
等
の
不
遇
な

生
涯
に
つ
きま
と
っ
ては
なれ
る
こ
と

の
な
い
「無
掌
歴
」と
い
う
ハン
デ
ィ

キ
で
ソ
プ
を相
対
的
に
生
産
し
、
お
し

つ
け
てく
る憎
む
へき
対
象
型
の
で
あ

る
。ま
た
警
察
や
役
所
に
つい
で
、
明

確
な
櫃
刀
の象
徴
と
し
て
も
と
ら
え
ら

襲
卿鎗
髪
ポ籠
墾

な
こ
と
は
、
ド
ヤ
で
逮
補
さ
れ
た
D
の

表
摺
は
意
外
に
や
す
ら
か
で
あ
っ
た
と

いう
。
こ
う
レ
た
D
の
態
度
は
ふ
て
く

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
捜
査
官
の
は
げ

し
い
怒
り
を
買
った
ら
し
い
が
、
こ
の

時
D
は
一種
の
安
堵
を
覚
え
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

既
に
犯
罪
人
と
し
て
の
第
一歩
を
ふ

み
だ
し
た
D
は
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て

強
制
則
に
釜
ケ
崎
の
労
務
嘗
生
活
か
ら

薩
脱
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
同
時

に
、
今
ま
で
D
が
享
受
し
て
い
た
一切

の
自
由
も
鴛
取
さ
れ
る
。
レ
か
し
、
自

由
労
務
菅と
し
て
D
に
既
得
さ
れ
て
い

た
自
由
と
は
な
に
か
。
住
所
不
足
、無

登
録
の
放
浪
労
務
畜
が
持
つ
も
の
は
、

貧
窮
、
飢
餓
、
疾
病
、
孤
独
、
不
安
と

い
った
原
始
的
な
脅
威
」
常
L
身
を
さ

ら
し
つ
つ
、
時
た
ま
の
飲
酒
や
買淫
、

「賄
博
簿
に
よ
って
刹
那
的
に
体
現さ
れ

る
釜
ケ
崎
特
有
の
ネ
ガ
チ
ブ
な
自由
だ

け
で
あ
った
。
す
る
と
D
は
こ
の
戦
懐

す
へき
目
由
か
ら
逃
走
す
る
た
め
に
、

あ
え
て
固
定
的
な
幽
閉
者
へ転
移
す
る

道
を
選
ん
だ
の
で
な
携
ろ
う
か
。

か
って
E
・フ
ロ
ム
は
「自由
から

の
逃
走
傷

書
い
て
、
自
ら
ナ
チズ
ム

に
埋
葬
さ
れ
て
行
く
「さ
ま
よ
え
る
現

代
人
」
の
鬼
黙
せ
ま
る内
的
世
界
をあ

は
き
た
て
た
こ
と
が
あ
る
が、
D
の行

ρ

蜘

硬
舗
簸
騨越
襲

ル
ン
ペ
ン
・プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ート
の感

覚
は
、
迫
り
つ
つ
あ
る
或
る種
の現
象

誌

畷難

譲
嬬
る}

現
代
で
は
全
く
相
矛
偵
す
る
も
の

が
、
お
互
い
に
絶
刈
的
真
理
で
あ
り
、

正
義
だ
と
主
張
し
て
や
ま
な
い
。
そ
こ

で
は
、
事
の
成
否
を
窮
極
的
に
決定
す

る
も
の
は
莱
力
で
あ
り
、
組
織
の強
弱

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
代
で
は胤
理
を

守
る
た
め
の
誤
段
た
る
へ
き組
織
が
い

つ
の
ま
に
か
目
的
と
な
り、
組
織
のた

め
の
組
織
が
求
め
ら
れる
。
こう
し
て

「真
理
へ
の
意
志
」
て
はな
く
て
「権

力
の
意
志
」
が
澗
歩
す
る
。
即ち
、
翼

理
と
い
う
質
的
な
も
の
が単
な
る
量
の

大
小
に
よ
っ
て
測
定さ
れ
る
のだ
。

人
々
は
現
代
の
虚
無
に真
正
画か
らア

対
決
す
る
こ
と
を恐
れ
、
で
きる
だ
け

大
き
な
集
団
の
中
に
入
って
、
虚
無
の

現
笑
か
ら
逃
れ
よ
うと
する
。お
互
い

の
慣
れ
合
い
意識
の中
か
ら
形
成
さ
れ

た
集
団
の
価
値
観
が粕
対な
も
の
と
み

え
て
く
る
。
こ
こ
でも
、
絶
苅
を
主
張

し
あ
う
い
く
つ
か
の集
団が
ぶ
つか
り

あ
い
、お
互
い
に
「鉄
の
規
復
」
を
も

っ
て
、
更
に組
織
を払
大し
よ
う
と
努

め
る
。
我
は々
も
は
や個
人
本
位
の
生
活
を

込
る
こ
と
は
でき
な
い。
ニヒ
リ
ズ
ム

の
不
安
が
つき
まと
う
の
だ
。
我
々
は

他人
と紬
命
互
るか
、
協
力
す
る
か
、

団
結す
る
か
、
と
に
か
く
集
団
と
化
さ

し
か
し
、
人
聞
の
精
押
を完
全
に
社

な
けれ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
く
な
った
の

会
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
であ
る
。
何

で
ある
。
個
人
窯
義
随
自
由
主
義
に
全

故
な
ら
、
精
禅
と
は
不
合
理
准も
のだ

簾
翠
嚢
野
甕
虫
麓
蘇
髪
蝉驚
編

は
ず
が
な
い。
何
故
なら
、
全
体
主
覇
一彼
等
の
眼
が物
質
主
義と
科
学
主義
の

は
自由
主
義
に
対
す
る
反
省
か
ら
生

迷
景
で
曇
っ
て
いる
から
な
のだ
。

じ
、
そ
の否
足
の
ト
」
の
み
な
り
た
つ

進
歩
剛
文
明人
は
そ
の物
質
主
義
に

から
なの
だ
.

よ
っ
て
、
糟
伸が
現
笑
であ
る
こと
を

現
代
の
特
徴
は
、
高
度
に
組
織
化
)
認
め
な
い
。
だが
、
目
に見
え
る
も
の

た集
団
を
つく
り
、
そ
れ
を
更
に
い
や

の
冥
在
に
つ
い
ては
何
の疑
いも
いだ

が
上
にも
天き
な集
団
に
仕
立
て
止
げ

か
な
い
。
こう
し
て
、
模
写
説
的
認
識

よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
る
。
そ
の
集
団

諭
に
よ
っ
て精
御を
物
質
に
還
元
し
、

が
社
会
・階
級
・民
族
・国
家
的
な
も

物
質
に
よ
っ
て
のみ
精
禅
の自
由
は
保

の
で
あれ
、
そ
こ
で
は
人
間
人
格
は
集

証
さ
れ
る
と考
え
て
いる
.
だ
か
ら
、

団
の
中
に
埋
没
し
、
集
団
の
秩
序
・目

彼
等
は物
質
の獲
得
公
「は
そ
の手
段
一

的
の為
に
は
す
べ
て
の
人
聞
は
犠
牲
と

と
t
て
権
力
の獲
縛
)
に
鰹
齪
し
て
お

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

り
、物
質
あ
る
いは
権
刀獲
得
の
た
め

こ
れ
ら
の
こ
と
は
　
お
ゑ
ゑ
の
　
　

に
は　
　を
　　
のチ
　
に
し
よ
う
と

蕪爆
薦
罐
醸
蕪
　羅一

は
機
微
の
部
分
品
の
よ
う
に
、
取
り
換

で
あ
り、
戦
甲に
は
「死
な
ば
も
ろ
と

え
が
き
く
よ
う
に
教
鳶
さ
れ
る
の
だ
。

何
故
菰ら
、
共
産
主
義
の
理
論
は
、
人

一聞
の
歴史
"駕瀧
丸し
て
来
た
あ
ら
ゆ
る

「矛膚
」が
解
決
す
る
よ
う
な
時
期
が

共
産
主
義
社
会
に
お
い
て
到
釆
す
る
と

いう
宗
教
的
信
念
を
前
提
と
す
る
か
ら

であ
る
。
即
ち
共
産
主
義
社
会
に
あ
っ

ては
、
す
へて
の
も
の
に
つ
い
て
矛
眉

が
あ
って
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
物
質
の
み
な
ら
ず
、
人
間
の
精

神
ま
で
も
集
団
に
お
あ
つ
ら
え
向
き
に

社
会
化
、
組
織
化
さ
れ
る
の
だ
。、独
創

銀

羅

饒

攣

ガンに掲げる如飛

あ
、た
社
会
力
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
社
会
的
機
構
あ
る
い
は
為
政
者
の

目
的
に
あ
った
人
聞
の
み
が
生
存
を
幽

さ
れ
る
の
だ
.
正
に
、
足
に
合
っ
た
靴

を
作
る
の
で
は
な
く
て
、
靴
に
足
を
無

理
に
で
も
合
わ
せ
る
こ
と
が
要求
さ
れ

る
.
中
共
の
整
風
遷
助
は
こ
の
槻
点
か

ら
も
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
.

}を
葦

ガ
ン
にし
な
い塔

に
.
・

由
の
何た
る
かを
知
ら
ない
不
目
由
括

人
間
こ
そ
、
自由
とい
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を掲
げ
る
のだ
。
病
人
が
健
康
を
ス
ロ

な
い
。
私
は
こ
の
よ
う
な
人
々
に
社
会

改
音
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
終
的
な
自
由
を
得
る
た
め
に
、現

在
の
目
由
を
犠
牲
に
し
て
も
構わ
な
い

と
い
う
よ
う
な
人
(国
民
)
は
、韻
後
一

ま
で
自
由
を
享
受
す
る
こ
と
の
な
い人

々
で
あ
り
、
自
由
75
と
最
初
から
欲
し

て
い
な
か
った
し
、
自
由
など
なく
と

も
よ
い
人
な
の
だ
。
そ
んな
人
は
、
た

と
ん　
ガ
わ
な
　
　
を
　わ
った
と
し

誕
繭
襲
撫雛
轟

由
で
あ
り
、
こ
の
自
由
があ
って
こ
そ

人
間
は
内
面
的
に
豊
か
にな
る
のだ
。

自
由
の
何
た
る
か
を知
り、
真
に
自
由

・繍
嶺
鷺
灘

「}読

雲

術
は
社
会
義

国
で
は
嚢

さ
れ
る
の
だ
。
彼
等
に
と
っ
て
、
不
合

理
ーー
矛
眉
と
は
悪
を
意
味
す
る
にす
ぎ

な
い
。
同
一律
よ
り
矛
眉
公
方
はは
る

7か
に
豊
か
で
あ
る
二
と
を
知
ら
な
い。

か
か
る
合
理
主
義
は
必
ず
や
人聞
の

奥
幽
に
潜
む
不
合
理
な
も
の
、デ
ィオ

ニ
ソ
ス
的
な
も
の
に
よ
っ
て
復讐
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
否
、
彼
等
の
合
理
主貌

の
暴
礎
を
支
え
て
い
る
の
は
不
合
理
な

.鐸
刀
ヒ
義
で
あ
ろ
う・。
何
故
駆
b、
ア

[

体
にす
ぎ
な
い
.
こ
の
科
学
嚢

は
庄

進
歩的
文
明人
の第
二
の
迷
疑
で
あ

る
科
学
主義
にと
って
は
、
す
へて
が

客
体
であ
り
、
主
体
そ
の
も
の
す
ら
答

体と
客
体
を
分
薩
さ
せ
、
人
間
に
対
し

ては
反
省
的主
体
を
引
き
出
す
.
こ
の

反
省
削主
体
が
主
体
を
客
体
化
す
る
.

即
ち、
「見
ら
れ
る
物
」
11
客
体
に

対
し
て
「見
る
者
」
11
主
体
の
優
位
性

「反
」進
歩
の
思
想
再
論

ー
現

代

と
自
由

と
共
産

主
義

「
菅

原
二
宏
.
連
O

雛
辮
銑
灘
驚
殿
蘇
藷
髄饗
鑓
酵
既

酬9剛㎜1電11U8鼎腸
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市
電
市
バ
ス
料
金
問
題
に
つ
い
て

公
共
料
金
値
上
げ
が
意
味
す
る
も
の

9・
二

第
三
次
長
期
計
面
の
大義
名
分
の
下

に
、
国
鉄
は
す
で
に史
上
最
高
の
値
上

げ
(二
五
%
)
を
行
な
い。
こ
れ
が
貨

物
翰
送
に
お
い
て
=
一%
、
旅
客
運
送

駕
お
い
て
三
一・
二%
と
い
う
独
占
資

本
優
先
の
大
衆
収奪
の最
も
典
型
的
な

経
済
政
策
の
[つ
であ
る
こ
と
が
、
昨

年
十
二
月
以来
二月
に
至
る
府
学
連
の

国鉄
還
瓦
値
上
げ
庚
対
闘
麟
の
中
で
暴

露
さ
れ
て
き
た
.
一方
で
消
費
者
物
価

の高
騰
が三
五
年
以
来
続
い
て
き
て
お

り
、
四
十
年
一月
に
米
価
の
大
幅
な
引

上
げ
、
六
大
都
市
の
バ
ス
還
貴
値
上

げ
、
医
療
費
の
値
上
げ
、
十
月
に
は
新

聞
代
、
ビ
ー
ル
の
樋
上
、
四
十
一年
七

月
の
郵
便
料
金
値
上
げ
等
々
に
見
られ

る
さ
ま
ざ
裏
循
上
げ
留
ほ
、
日本

資
本
主
覇
の
構
造
的
長期
的
危
機と
相

僕
って
行
き
つ
く
と
こ
ろを
知
ら
ぬ
様

相
さ
え
呈
し
始
め
て
い
る
。
ある
い
は

早大
授
業
料
闘
争
に
お
い
て
顕著
な

如
く
、
戦
後
蔑
一貫
し
て
上
昇曲
線
を

描
き
っう
あ
る
授
業
料
は
政
府
のと
っ

て
き
た
イ
ン
フ
レ
政
策
に
より
、
独
占

資
本
に
奉
仕
し
ま
た
賃
金
の相
対
的
な

引
き
下
げ
に
よ
っ
て
生
活
を圧
迫
し
て

き
た
、
反
人
民
的
性
格
を根
匠
に
鋸
え

つ
つ
、
大
学
経
営
の
困
薙さ
を
般
傭
投

資
四
設
備
拡
大
の
中
で
マス
プ
ロ教
育

へ
の
逆
転
と
い
う衷
現
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
引き
あ
げら
れ
てき
た
の
で
あ

る
。一股
に
こ
のよ
'つな
種

の々
値
士
げ

問
題
が根
源
的
に
、
ど
こ
か
ら
由
来
す

る
の
か、
ま
た
そ
れ
は
何
故
に
行
な
わ

れ
なけ
れ
は
なら
ない
か
と
い
う
こ
と

を間
う
時
に
、
問
題
は
、
現
在
日
本
質

本
工羨
が
内
包
す
る
、
経
済
的
、
社
会

的
構
構
に
ま
で
遡
源レ
な
け
れ
ば
把
握

し
え
な
いこ
と
を
ま
ず
第
一に
ふ
ま
え

て
お
か
ね
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
山

、

陽
持
殊綱
、
山
一証
券
な
ど
の
圃
産
の

倒
を引
き
あ
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、

儒用
経
済
機
構
ま
で
波
及
し
た
日
本
資

本
主
義
の内
的
脆
弱
性
は
、
日
韓
条
約

批進
に見
ら
れ
る
後
進
国
市
場
の
確
保

や
企
策
防
衛
に
お
け
る
自
己
貸
本
の
充

実
を
畏
請
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
設
備
投
資
主
導
型
経
済
か
ら

財
政
政
策
への
転
換
の
局
面
に
お
い

て
、
よ
り
高
度
な
よ
り
露
帰
な
大
衆
収

奪
が
国
鉄
遮
賞
値
上
げ
を
初
め
と
し
て

開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
笑
を
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

:

二

・

現
在
の
物
価
上
昇
は
公
共料
金に
上

導
さ
れ
て
い
る
。
今
度
、
九
月
下旬
の

京
都
市
議
会
に
上
程
さ
れ
よ
つと
す
る

市
鴛
市
バ
ス
の
料
金
値
上げ
と
、
こ
れ

に
付
随
す
る
一連
の合
理
化
構
想
は
、

地
方
自
治
体
の
赤
字そ
のも
のが
、
日

ロ

本
資
本
主
義
の
構造
的
危機
を
の
り
き

る
た
め
の
内需
払
大
の役
割
を
も
粟
し

し
て
い
る
こと
を
示す
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、新
産
菜
都
市
体
制
と
見
ら
れ
る

基
幹雇
菜
の再
編
成
過
程
で
の
、
水

道
、
鉄
道
、
ガ
ス
な
ど
の公
共部
門
と

の
結
合
に
お
い
て
、
地
方
自
活体
の赤

字
が
公
共
料
金
の
値
上げ
(態
のよ
い

大
衆
収
奪
に
他
な
5
な
い
が)
に
よ
っ

て
代
償
を
強
行さ
れ
つ
つあ
る
と
い
う

事
実
を
見
る
な
ら
は
、今
回
の値
上
げ

問
題
が
単
に京
都
と
いう
一地
万の
み

の
現実
では
な
いこ
と
が
理
解
さ
れ
る

の
であ
る
.即
ち
、
池
田
政
構
の
高
度

成゚
長経
済
蚊
策
の胎
矛
盾
が
顕
現
化
す

る
に
及び
、
佐
藤
内
閣
は
、
公
共
料
金

値
上
げ
を
以
って
こ
れ
を
制
御
す
る
政

策
と
し
更
に
【方
で
企
東
減
税
を
唱
導

し
つ
つ産
巣
甑
穴
内
鰯
拡
大
の
観
点
を

も
含
め
て
、
国
家
勘
政
、
地
万
自
治
体

財
収
を
フ
ル
に
勤
員
し
て
の
、
道
路
港

湾
整
備
、
通
儒
、
還
輪
へ
の
公
共
投
賃

増
.Aと
整
備
台
理
化
を
要
求
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
高度
経
躇
成

長
が
も
に
ら
し
驚
経
済
の
ゆ
が
み
が
単

な
る
小
手
先
だ
け
の
物
価
対
策
だ
け
で

は
お
さ
め
き
れ
な
い
、
根
本
的
な
矛贋

に
由
来
し
て
お
り
消
価
物
価
の
上昇
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
転
倒
レ
沈
政
治対
策
に

由
来
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
であ
る
。

消
費
番
物
価
は
三
五
年
度
三
・八

%
、
三
六
度
度
六
・二
%
、
三
七
年
度

六
・七
%
、
三
八
年
度
六
。七
%
、
三

九
年
度
四
・八
%
、
四
十
年
度
上半
期

八
・四
%
と
上
昇
し
て
お
り
公
共料
金

が
値
上
げ
が
行
な
わ
れ
れ
は
、他
の物

価
が
こ
れ
に
比
例
し
て
相
対的
な
上
昇

が
お
こ
る
と
い
う
悪
循環
がく
り
返
さ

れ
て
き
た
。
公
共料
金
値上
げ
が地
方

自
治
体
の
赤
字解
消
の
一方
策
とし
て

と
ら
れ
、
制
度
的
には
地
方
公
営
企
菓

法
と
い
う法
律
によ
っ
て保
趾
さ
れ
つ

つ
も
、そ
れ
が現
在
の日
本
資
本
主
義

の
内
的
脆
55
怯と
諸
矛
盾
を
陰
蔽
す
る

も
の
でし
かな
い
と
い
う
こ
と
、
公
共

料
金
の
値
上げ
が消
費
物
価
の
上
昇
を

促
し
、物
価
上卿
要
因
の
一た
る
に
と

ど
ま
らず
、生
活
名の
も
の
を
危
機
に

陥
し
める
極
め
て
露
骨
な
大
衆
搾
取
と

収奪
の
衰現
を
か
え
た
日
本
侭占
質
本

の要
求
に
す
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
の
点
に

お
いて
、
極
め
て
犯
罪
的
な
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る

・
三
・
・

地
方
公
営
企
集
法
に
よ
れ
ば
「地
力

公
営
企
菜は
、
常
に
企
束の
経
済
性
を

発
擢
する
と
と
も
に
、
そ
の
本
釆
の
目

的
であ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
よ

う
に
還
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(経
営
の
基
本
原
則
。第
三
条
)
の
で

あ
り
、
「地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
公

営
企
巣
の
給
付
に
つ
い
て
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
」
「前
項
の
料
金
は

公
正
妥
当
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

且
つ、
こ
れ
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
地
力
公
営
企
染
の
収
支
均
衡
を
保

持
さ
せ
る
よ
.つに
適
切
な
考
騒
が
払
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(料
金
・第

二
一条
)
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
よ
つな
法
律
が
現
実
の
生
活
に

も
κら
す
も
の
は
、
窮
乏
する
消
費
生

活
への
圧
廻
と
、
生
活
そ
の
も
の
の破

壊
で
め
る
の
だ
。
公
共
料
金
値上
げ
と

り
2
人衆
収
鳶
こ
そ
は
、政
府
独
占
資

本
の
危
機
的
状
況
の
裏
返
し
の酒
反
人

民
的
似
策
以
外
の
何物
でも
な
い。

日
本
資
本
主
義
の経
済
不況
は
進
打

し
つ
つ
あ
り
、
独
占
資
本
の再
編
成
と

企
菓
の
体
質
改
菩
が
中
心
課題
と
なり

そ
れ
に
見
合
っ
た
国
家
の経
済
政
策
が

強
く
要
讃
さ
れ
て
お
り
、
資
本
の
整
理

集
中
と
し
て
展
開
さ
れ
る
生
産
過
程
の

合
理
化
は
、
労
働
者
階
級
へ
の
大
規
襖

な
人
員
整
理
、労
働
強
化
を
も
兀ら
し

ま
た
賃
金
凍
紹
、
切
下
げ
の
動
向は
大

衆
収
奪
の
強
化
と共
に
全
般
的
な
生
活

危
機
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ'つ

な
国丙
経
済
情勢
と
現
時
点
記お
ける

市
電
市
バ
ス
料値
上
げ
間題
を
考
察す

つ

る
な
ら
は
、・決し
て京
都
に
お
け
る
局

面
的
現
象
でだ
け
では
あ
り
得
な
い
こ

と
が
わ
か
ると
同
時
に
、
そ
の背
償に

憲
図
され
た政
府
H
独
占
資
本
の
反
動

的性
格
が暴
露
さ
れ
る
ので
あ
る
。

市
電
市バ
ス
値
上
げ
は
、
以
上
の
よ

う
な
さ
まざ
ま
な
不
合
理
と
矛
盾
を
暴

き
出
し
得
な
い
が
故
に
、
逆
に
強
行
採

決
と
いう
非
常
手
段
に
よ
って
行
な
わ

れ
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
値
上
げ

反
対
闘
争
の強
力
な
統
一的
な
還
動
の

展
開
のみ
が
こ
れ
を
阻
正
で
き
る
も
の

であ
り
、
今
後
の
物
価
問
題
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

樋羅
愁
講
髪
麓
藍
暫
賑
陳霜
馨
婆
雅

「見
ら
れ
る
物
」
11
客
体
と
し
て
対
象

と
、
ま
さ
に
そ
の
不
正
が
な
さ
れた
個

化
せ
す
に
は
お
か
な
い
.
ご
こ
に
、
人

所
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
す
る
報
い
が

聞
行
潟
の
原
運
は
マル
ク
ス
に
よ
れ
ば

来
る
か
ら
で
あ
る
.

下
部
構
遣
に
、
フ
ロ
イ
ト
に
よ
れ
は
性

進
歩
的
文
明
人
・学
生
は
正
にそ
の

衝
劾に
虐35全
に
合
理
化
さ
れ
た
.
し
か

未
来
崇
拝
に
よ
っ
て
価
値
の序
列
に不

し
、
マル
ク
ス
と
フ
ロ
イ
ト
に
よ
っ
て

正
を
な
、)て
い
る
.
彼
等
のあ
のひ
た

合
理
化
さ
れ
た
人
聞
は
果
し
て
現
笑
の

む
き
な
禾
釆
崇
拝
と
過去
蔑
視
の態
展

人
聞
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
影
を

は
、
歴
史
の
終
茉
に
お
ける
神
の国
の

捕
え
た
と
し
て
も
人
周
そ
の
もの
を
捕

地
上
的
到
釆
と
い
う進
歩
飼
宗教
理
諭

え
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
マ
ル
ク

に
由
来
す
る
。
そ
れ
故
、神
の国
であ

ス
主
義
着
も
フ
ロ
イ
テ
ス
ト
も
「こ
れ

る
べ
き共
産
詫
義
社
会は
、
苦
悩
と
矛

・こ
そ
現
笑
の
人
間
の
契
体
だ
」
と
‡一摂

盾
に
濡
ちた
今
ま
で
の歴
史
と
は
全
く

し
て
や
ま
な
い
.
そ
こ
で
も
具
体
的
な

異
な
る
も
の
で
な
けれ
ば
な
ら
な
い
。

個
々
の
人
聞
は
一般
的
抽
象
性
の
中
に

そ
こ
で
は
、栄
来
H善
、
過
去
日
慧
と

埋
没
し
て
し
ま
った
.
全
く
個
々
の
人

い
う
単
純
な
図
式
を成
立さ
せ
る
.
そ

聞
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
灰
一色

こ
で
も
し
、
う
ま
く
いく
へき
共
産
主

に
塗
り
っ
ぷ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

義
社
会
が
う
まく
行
かな
く
な
った
場

合
理
崇
拝
で
毒
さ
れ
た
現
代
人
は
、

合
、
彼
等
は
そ
の
原
因
を過
宏
のも
の

科
掌
で
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
す
へ
て

が
現
代
に
ま
で
存
続
し
て
いる
か
ら
な

ナ
ン
セ
ン
ス
と
い
う
君
葉
で
片
付
b

の
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
の時
、
彼
等

る
。
し
か
し
、
我
々
人
間
は
機
械
で
は

は
過
去
抹
殺
と
い
う
行
動
に必
ず
出
る

な
い
の
だ
。
機
械
に
は
秘
密
が
な
い
。

こ
れ
は
紅衛
兵
に
限ら
ない
。
終
末

観
に
満
ち
た
日
本
の進
歩
宅義
誉
の
態

度
と
い
う
も
の
も
、過
去
否
定
と
い
う

後
向
き
の
態
度
で
あ
っ
て
、決
し
て
未

ろ
う
とす
る
思
想
こ
そ
人
閲
を
機
械
と

璽

レ
ベ
ル
譲
く
も
の
で
あ
る
・
し

来
旨

を
向
紀

嚢

的楚

で
は
な

}こ
で
も
マ
ルク
ス主
奏

馨

墨

い
・そ
れ
は
全
く
昊

の
態
度
で
あ
る
・

し
てし
ま
う
。
何
故
な
ら
、
人
間
の
機

械化
こそ
人
間
疎
外
の
原
因
だ
か
ら
。

何
故
な
ら
、
そ
れ
は
人
閻
が統
一的
時

聞
の
中
に
存
す
る
こ
ζ
年品
す
記
憾
の

のを合理で割り切う
つ。す発
し
糞

識
讐

簿

舞

合
理
秦

藻

自
由
と
い
う
も
雇

的
忘
却
で
唆

過
去
と
全
・
あ

㎜かし
、
自
由
と
台
理
で
説
明
し
よ
う
と

一「し
這

せ
い
ぜ
い
功
型

壽

自
由

な
のた
から
であ
る
。

ま
た
この
ユ
ート
ピ
ア
理
論
に
由
来

す
る
未
来
崇
拝
は
、
歴
更
の
全
過
程
を

単
に地
上
に
至
福
の
国
を
実
現
す
る
た

め
の手
段
で
あ
る
か
の
如
く
主
張
す

る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
過
去
、
現
在

の世
代
は
蔑
視
さ
れ
、
現
在
の
人
間
の

人
格
は
自
己
目
的
な
る
む
の
と
し
て
扱

わ
れ
ず
、
未
来
に
奉
仕
す
る
手
段
・道

具
と
樹
倣
さ
れ
る
。
人
聞
人
格
は
こ
の

宗
教
にと
っ
て、
手
段
で
あ
って
目
的

では
な
い
.
人
問
は
地
上
的
ユー
ト
ピ

アを
実
現
す
べ
き
生
産
力
発
展
の
手

段
、用
具
、
機
能
で
あ
る
.
こ
れ
が
人

海
戦術
の本
質
であ
る
。
こ
こ
で
も
人

闇
は
機
械
化
さ
れ
、疎
外
さ
れ
る
の
だ
。

過
去を
否
定
し
て
も
、
生
産
力
を
増

大
し
ても
ユ
ート
ピ
ア
は
実
現
し
な
い

だろ
う
。
た
と
え
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の

こ
とが
解
決
し
て
も
、
彼
等
の
考
え
る

社
会が
実
現
し
な
い
時
、
彼
等
は
必
ず

他
人
の中
に悪
を
見
い
出
し
、
そ
の
人

闘
を
血
祭
り
にあ
げ
る
だ
ろ
う
.
「共

産
主鋤
は
必
ず
来
る
。」「自
分
は
曹
人

だ
。」
「これ
ら
二
つ
の
命
題
が
正
し
い

な
ら
、
そ
れ
は
、
誰
か
が
共
産
主
義
社

会
の来
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。」
「さ
あ
、
そ
の
人
聞
を
探

し
出
し
、
採
殺
し
ろ
。」と
い
う
こ
と
に

な
る
。
嬰
す
る
に
、
彼
等
は
自
己
の
行

動
に
種
目
で
あ
り
、
巣
純
な
る
「善
玉、

悪
玉
」
的
人
聞
槻
を
有
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
.
マル
ク
ス
主
義
は
常
に
他
人

の
中
に
の
み
悪
を
見
い
出
す
悪
し
き
宗

教
で
あ
る
.
(東
西
思
想研
究
会
会
員
)

一し
か
意
味
し
な
い
だ
う
つ.
自
由
と
は

醸
.鰭
鰐
縦輻
難

そ
れ
は
如
何
な
る
合
理
聾
義
に
よ
る
必

然
の
枠
を
も
焼
い
て
し
ま
う
。

悪
も
こ
の
不
含
理
な
自
由
か
ら
生
ず

る
。
進
歩
主
義
は
悪
を
殺
す
。
そ
れ
は

小
さ
な
恕
の
た
め
に
、
人
間
それ
自
身

}さ
え
殺
し
て
し
ま
う
。
何
叔
な
ら
、共

}産
主
鶉
的
社
会
と
は
神
的
世
界
で
あ

一罎
罷
瀬
礫
蘇
艶
藍

性゚
を
亨

。

す
べ
て
は
合
理
t
義
の
迷
璽
で
あ

}る
。
合
理
主
義
で
は人
聞
の情
緒
を鋭

明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。
何
故
な
た

摘
繕
は
不
合
理
な
も
の
であ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
人
聞
の
情
緒
によ
っ
て認
識

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店

①
「世
界
の
名
蓄

49
・フ
ロ
イ
ト
」
中
央
公
論
社
②
宮
地

伝
三
邸
薪
「サ
ル
の
話
」
岩
波
書
店
③

井
上
清
著
「日
本
の
歴
史
20
・明
治
維

新
」
中
央
公
論
社
④
経
済
企
国
庁
編

「経
済
白
書
・66
年
版
」
至
誠
堂
⑤
小

泉
儒
三
菅
「海
軍
キ計
大
尉
小
泉
信
吉
」

文
芸
喜
秋
社

生
協
書
●
部

①
「
藤
村
全
集
11
・夜

明
前
第
}部
」
筑
摩
書
房
②
梅
本
克
巳

蕾
も革
命
思
想
と
そ
の
実
験
」
三
一書

房
③
ボ
ー
ボ
ワ
ー
ル
蓄

「中
国
の
発

見
」
紀
伊
国
屋
書
店
④
白
井
浩
司
醤

「サ
ル
ト
ル
入
門
」
講
談
社

罐 鰹 趨懸 鵜

3ソバ、ご宴会に、気軽に御利

用下さい。 篭大将軍、自慢の味
と殖段で学生諸君のおいてをお
待ちしています。

和食・津食・申華料理
ロース焼肉

火將軍
京都駅前タワービル西TEし(訂)809C・9073
縄◇お座敷料・サービス料は齢切不纂です

●O

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町

振
替

東
京

八
〇
八
番

秋
灯
下
の
読
書
に
!
:
・
賭
題
作
を
お
届
け
し
ま
す
。

夏
草
冬
涛
ゆ

井

上

靖

自

伝

的
長

編

!

陽
光
を
浴
びて
健
や
か
に
胃
ち
ゆ
く
少
年の
世
界
-

署
者
の巷
き
日
の
体
験
を
回
想
の
豊か
な
詩
情
に

包
ん
で綴
る
。幼
年
時
代
を
描
い
た
名
作
「し
ろ
ば
ん
ば
」
の
緬
編と
も
い
う
べ
き
力
作
。価
5
2
0
円

島

へ

水

上

勉

最

新

長
編

!

マ
ズ
コ
ミ
の喧
喚
の
な
か
で
、
か
な
しく
ふ
み
に
じ
ら
れ
た
女
優甲
斐
節
子
の
一途
の
愛
主
報
わ
れ
ぬ

愛
の
む
なし
さ
、
孤
独
な
ヌこ
こ
ろ
を
せ
つせ
つ
と
綴
った
水
上
文学
の
異
色
作
で
あ
る
。個
4
0
0
円

経
営
日
本
主
義

田
口
憲

圏

独
特
、
絶
妙
な
出
光
商
法
の
謎
!

イ
ラ
ン
石油
の
決
死
的
買
付
。
世
界
のヵ
ル
テ
ル
へ
の
挑
戦
ー
ズ
バ
ヌ
ケ
タ
商
法
で
近
代企
業
の
ト
ッ

プ
を
ゆ
くキ
リ
ン
児
出
光
。
そ
の
強烈
な
個
性
と
、
壮
絶
な
企
業闘
争
を
追
求
し
た
快
著
。何
3
6
0
円

佐
伯
彰

閣

評
験
集
!

一一年
聞
の滞
釆
生
落
を
終
え
た
署
考
が、
そ
の
歴
史
と
風
土
に照
準
を
置
き
、
該
欝
な
知
識
養

て

日
本
文
学の
伝
統
と
今
日
の
謀
題
を
鋭く
課
求
す
る
r他
に
想像
力
冴
扱
った
論
文
二
編
。僑
4
3
0
円

さ
ま
ざ
ま
な
視
覚
の
世
界

永

野

為

武

異

色

随
筆

!

動励
の
眼の
構
造
と
編
能
、
体
色
替花
と
眼の
関
係
、
形
態視
や色
覚
等
々
、
動物
の
眼
の不
思
議
を興

味
裸
護
や
エヲ
ー
ド
蜜
捉
、命
あ
紫
の
え
癖
門
垂
律
萎

一。蟹
8
円

織
田
信
長

㈱
姻
欝

司
馬

遼
太

郎

歴
史
大
作

完
結
!

激
し
い
意
欲と
独
創
的
戦
法
で
舘
国統
一に
着
手
し
産
響
『
す
ぐ
れ
た
血
統
と
才
智
に恵
ま
れ
な
が
ら

悲
一架
り道
を
た
ど
っ巽

宿廊
的
な
二
人
の
武
将
の
内面
に
迫
る
白
熱
の
絡
章
ー

価
3
8
0
円

特
性
の
な
い
男

ム
ジ

ー

ル

雄
大
な
長
編

完
訳
!

皇
帝即
位七
十
年
を
祝
う
雄
壮
な
企
て.
主
人
公
兄
妹
の
熱愛
ー

(
全
六
巻
〉

高
橋
義
孝
他
訳

人
聞
の
諸
相
峯

み
なが
ら
愛
と
認

識
の
美し
い
思
弁
に
み
ち
、
史
上
最大
の
個
性
.特
性
な
き
男
∬を
創
造
し
た
大
河
小
説
。価
各
6
5
0
円

プ

レ
ク

サ

ス
・蜷
韓

・

饗
惚
秘
薯
ご
萎

鰐
鍵
職

麦
保康
雄
訳

若
妻
とと
も
に
ぐ
り
ひ
ろ
げ
る
奔放
な
性
の
狂
宴
に
、
原初
的
な
人
間
存
在
の
姿
をた
し
か
め
つ
つ
、
性

の
大道
を
閥
歩
す
る
巨
人
ミ
ラ
ー
.人
間
の
真
実
を
既
す
戦
傑の
作
家
の
自
伝
的
大
年
.
価
8
5
0円

サ

レ
ト
ル
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
名
著
!

発
売
!

九
月
十
八
日
に
来
日
す
る
瑳
代
フ
ラ
ン
ス
の
二
大
作
家
の

代
表
的
傑
作
を
新
装
判
で
夷
売
い゚
た
し
ま
す
/

殉

教

と

反
抗

(m)

サ

ル

ト

ル

/

白
井
浩
司

・
平

井
啓
之

訳

現
代
の
カ
イ
ン
と
い
わ
れ
る泥
檸
作
家
ジ
ャ
ン
・ジ
ュネ
の
生
涯
と
作
品
を
中
心に
、
サ
ル
ト
ル
の
実停

霊
義
的
精
神
分
析
法
を
適
用し
な
が
ら
、
現
代
人
の運
命
を
諭
じ
た
大
箸
。

レ
●

優
6
0
0
・5
50
円

マ

ン
ダ

ラ

ン

〈圭

ボ

ー

ヴ

ォ

ワ

ー

ル

/

朝

吹
三
吉
訳

青
春
の
情
軌
を
レ
ジ
ス
タ
ンス
に
捧
げ
た
若
人
た
'ア

彼
等
の
理
想
が
数
琿後
の厳
し
い
現
築
の
中で

いか
に
変
化
し
た
か
。
知
識
人の
苦
勉
か挟
り
つ
つ実
脊
室
義
の
世
界
観
を
う
ちだ
す
。
価
篇
8
00
円

第

二

の

性

〈全
5
冊
〉

ボ

ー

ヴ

ォ

ワ

ー

ル

/

生
島
遼

一
訳

社
会
科
学
、
心
理
掌
、
古
今
の文
学
作
品
に
わ
比
る
広汎
な
文
献
を
駆
便
し
な
が
ら、
女
性
の
特
質
を解

明
し
、
そ
の
人
間
的
存
在
を
社会
に
う
っ
た
え
た
画期
的
女
概
論
。
価
各
5
0
0円
◎
のみ
45
0
円
)

無 条件 で 信頼 出 来 る生 涯の 友
ドイツ　 む 　 フヲ　ギ　ミ

MO國7BL▲ 図c
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若 い世 代 に贈 る万 年 筆 の 最 高 峰
"erprobt

,b燥vahrt,garantiert"

2,000円 より各種ござ

入場の節は日本諾による詳しいパンフレットを進塁し零す.

詳細は下記の所に茜いてある案内書をご覧下さい。
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日 独 文 化 研 究 所
会協独臼都京ρ}'
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内案ご演公都
由尽

9月22日(木)7隠 レッシング「賢者ナターン」

24日(土)7時 ヴィツトチンガー「銀河をご存知ですか」
(岡志社大学ドイツ文化研究会催>

25日(日)7時 シュルテンハイム「ブルジョワ・シッペル」

会 場 同志 社 大学 会 鋸
入 場 無 料
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